




４．医学部学生対象講習会 
医学部学務課からの依頼で、昨年より学生自治会と共同で、医学部学生を対象とした講習会を実施している。

本年度も、6 月 24 日に実施した。講習会の効果を発揮するために、受講者の立場を考え、工夫をこらした。工夫

をこらすための手段としては、①今までの受講者アンケートを統計的に処理し、改善点を見つける、②Code Orange
の構成員が模擬の受講者となり、受講者の立場に実際になる事で、何が魅力的かを考える、③学外でのワークシ

ョップ（以下、WS）からの知識を取り入れる、事を行った。昨年度との相違点として、講習会の最後に MEGA
シナリオと呼ばれる、実際に起きた事を想定して講習者だけで心停止者に対応してもらう事を実施した。50 人近

い人に受講していただいた。受講者の感想は良好であり、心肺蘇生法の普及及び手技のレベルの保持に貢献でき

た。 
 

写真３ 部活動講習会にて、医学部学生に講習 
 

写真４ 部活動講習会において、デモンストレーション中 
 
５．七夕祭展示&講習会 
 吉田キャンパス七夕祭において、一般人を対象として、BLS 講習会を実施した。昨年度の行事の反省点から、

たくさんの人に来てもらうために、他学年・多学部にわたってメーリングリストを用いて講習会を実施している

事の周知活動を行った。当日は大雨警報のため、講習会の実施時間を減るなどのアクシデントはあったが、わず

か3時間足らずの間で40人近い人に来ていただけた。事前に行ったメーリングリストを用いての周知活動の成果

もでた。また、小学生が非常にたくさん来てくれ、今まで経験のない小学生への講習を実施する機会にも恵まれ

た。小学生の知識の吸収の早さには目を見張るものがあり、小学生を対象とした講習会を実施する事も、非常に

有意義なのではないかと考えた。 



写真５ 七夕祭へ向けての練習 

 

写真６ 七夕祭にて、小学生に教える 

 
６．BLS ポスター展示&体験コーナー@山口大学工学部オープンキャンパス 
 本学学生支援課からの依頼で、工学部オープンキャンパスにおいてCode Orange の活動の紹介を行った。夏休

み中である事から、参加できる学生は非常に少人数であり、また工学部オープンキャンパスの来場者に対して紹

介を行ったため、活動に興味を持ってもらう事に苦労したが、30人以上の他学部の先生や学生に対して活動を知

ってもらうよい機会となった。 

写真７ 工学部オープンキャンパスにて、高校生に活動紹介 



７．定期活動 
 定期活動は、昨年度後期より開始して活動である。本年度は、①パワーポイントを用いたプレゼンテーション

（以下、プレゼン）を実施する事で、プレゼンターのプレゼン能力の向上、②他人のプレゼンを聞く事で、指摘

する能力の向上、③経験豊富な上級生から下級生への、屋根瓦方式での指導体系の確立、を主目的として定例会

を実施した。上半期においては、14 回定例会を実施した。その中で、3 年生と 4 年生がペアになり、BLS に関す

る知識の確認のためのプレゼンを複数回行い、新たに入った構成員に対する教育を実施した。同時に、3 年生は

プレゼンを行う事への慣れ、4 年生は指導のあり方について学んだ。プレゼンをした事がない人にとっては、戸

惑う事も多かったようである。相手に『伝わる』という事は、Code Orange 活動の中でも重要な課題であり、プ

レゼンの回数を積み重ねる中で、より相手に伝わるうまいプレゼンができるようになればと考えている。 

 毎年 10人程度の構成員の入れ替えがある組織の中で、構成員の主体性を最大限尊重しつつ、組織のレベルを継

続して向上させていくためには、知識や知恵を循環させつつ新たな知識を増やしていくシステムの構築が重要で

あると考える。今後定例会を継続していく事で、組織の中でよい循環を生み出せたらよいと思う。 

 

写真８ Advance な内容に関する定例会 

 

 

 

写真９ 定例会で熱弁する構成員 

 

 

 

 

 



８．広報活動 

 昨年度の Code Orange の活動に対して、おもプロ学長賞の栄誉を受け、山口大学ホームページに掲載していた

だく事ができた。また、医学部総務課からの取材を受け、病院だよりにCode Orange を記事にしていただいた。

従来から存在するホームページ（http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~orange/index.html）も、リニューアルし

て運営している。さらに、ソーシャルネットワークサービスFace book においても、独自のページを作成してお

り、1000人以上の人に見てもらっている。 

 今後、医学部周辺の高校や自治会に広報活動を実施する事で、より Code Orange、さらには心肺蘇生法につい

て知っていただく機会を増やす予定である。 

 

９．下半期に向けて 

 前述した通り、Code Orange は変革期を迎えている。その理由として、①構成員の人数が増えた事により、構

成員の中での参加頻度の差が生じ、レベルにも差が生じている、②構成員の人数が増えた事から、プロジェクト

の立案・実行に移す過程で、時間を要するようになった、③認知度が高まった事により、外部からの依頼が増え

た事で、以前より自由に行動する事が難しくなった、事が挙げられる。昨年から、大所帯となった組織をより強

力にすべく、様々な試みを行ってきた。上半期においては、組織の中で新しいプロジェクトを立ち上げる際に、

PLを設定し、PLを中心にプロジェクトを動かす仕組みを試みた、ある程度軌道にのせる事ができたと考える。ま

た、レベルのばらつきがあるなかで、知識・技能やプレゼン能力向上のための良い循環を生み出すために、定例

会の設定や練習会を設定した。学生が主体となって社会に貢献するという非常に有意義な活動をこれからも末永

く行っていくために、組織をシステム化する過程は避けて通れるものではない。講習会の回数こそ減ったものの、

上半期は非常に有意義であった。上半期の過程は、必ず今後につながる。 

 下半期は、創立以来初となるWSを Code Orange で実施する。これは、山口県内の大学生を対象として、BLS及

び first-aid について実践を交えた講義を行うものである。WSの準備のため、4月から上級生を中心として準備

を行っており、10月の開催に向けて準備を加速させている。また、11月には医学祭で心肺蘇生法講座、小野田工

業高校で定時制学生を対象に講習会（医学部地域医療推進学講座主催）を実施する。人数を増し、パワーアップ

を図りつつ、工夫を重ね、BLSの県内への普及をより加速させていきたい。 

 参考までに、下半期の計画を挙げる。 

 1)10月 13日  BLS&first-aid WS＠山口大学学生会館 

 2)11月 9,10 日 医学祭一般市民向け心肺蘇生法講座＠山口大学小串キャンパス 

 3)11月 28日  小野田工業高校救急処置講座＠小野田工業高校 

 4)2〜3月    宇部駅伝徒競走大会自転車救急隊&心肺蘇生法講座＠常盤公園 

 5)       一般市民向けBLS講座 

  6)随時     他大学での WS参加 

 7)週一回    定例会 

 

写真 10 顧問の小田康崇先生を囲んで 


